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～第88巻表紙シリーズ「鋳物の産地の今」～

表紙の写真：「キューポラのある街」埼玉県川口市
コメント：「キューポラのある街」として全国的に知られてい
る埼玉県川口市は，古くから地場産業として鋳物工業が発達
し，中世末期には鋳物が製造されていました．江戸・東京といっ
た大消費地に隣接し，荒川や芝川から産出する良質な砂粘土
が鋳型の製造に有利であったこと，運搬・労働力の面でも恵
まれていたことなどで，川口に鋳造業が発展・定着したと言わ
れています．主な製品は小型神仏具・鍋・釜・鉄瓶といった
生活用品が主流でしたが，大正から昭和にかけて技術革新の
成功により，川口の鋳物は諸産業機械の部品・パーツに関わ

る製品の大量生産へと転換していきました．日本の高度経済成長を支えた重要な地域の一つです．近年
は産業の空洞化や賃金の安価な諸外国との競争など，様々な問題に直面し，生産を中止し，マンションや
駐車場に変わる工場が増え，昔の面影はすっかりなくなってしまいました．
　表紙の写真は，川口駅前に立つ鋳物の像です．また，川口市立文化財センターには鋳物資料室があり，
鋳物の歴史や数多くの鋳物が展示されています （左上写真）．
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